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平
成

5
年
度
予
算

大
型
事
業
を
実
施
積
極
型
予
算
で
す
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を
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会計
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特別
会計

20億5，800万円( 9.4%) 

3億3，500万円( 25.3%) 

4，200万円(ム35.8%)

26億7，000万円( 10.4%) 

41億3，600万円( 7.6%) 

2億1， 110万円( 8.5%) 

下水道事業

農業集落排水事業

簡易水道事業

国民健康保険事業

老人保健医療事業

水族館事業

開
円
山
万nu 

噌
.
.
.
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t
 
守，億
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F
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t
 

総額

ムはマイナス

魚津市総合計画の

3本の柱に基づいて
一般会計予算の主な事業をみてみると

(3 --5ページ)

)内は前年度比※( 

介担金及び負担金

449，282千円 2.8% 
地方譲与税

355，000千円 2.2% 
使用料及び手数料

305，080千円 1.9% 
財産収入

223，196千円 1.4% 
利子割交付金

180，000千円
自動車取得税交付金

120，000千円 0.8% 
越金

100，000千円 0.6% 
ゴルフ場利用税交付金

40，000千円 0.3% 
交通安全対策特別交付金

12，000千円 0.1% 
特別地方消費税交付金

10，000千円 0.1% 
附金

5，682千円 0.0%

諸収入 483，272千円 3.1% 

繰入金 671，894千円 4.3% 

1.1% 

繰

寄
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調
和
の
あ
xv住
み
よ
い
ま
ち
u

を
め
ざ
レ
て

県
東
部
の
中
核
都
市

と
し
て
の
基
盤
づ
く
り

今
年
6
月
末
に
開
通
す
る
北
鬼
江
吉
島
線
立
体
交
差
に

引
き
続
き
、
海
岸
道
路
ま
で
の
幹
線
道
路
の
整
備
と
市
街

地
整
備
を
行
う
た
め
、
北
鬼
江

・
北
中
地
内
の
土
地
区
画

整
理
事
業
の
事
業
化
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
県
新
川

文
化
ホ
l

ル
(
仮
称
)
の
平
成
6
年
度
完
成
に
合
わ
せ
て

慶
野
宮
津
械
の
改
良
な
ど
周
辺
道
路
を
整
備
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
道
路
改
良
の
た
め
の
調
査
も
行
い
ま
す
。

〔
主
な
事
業
〕

・
魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

:・

6
億

4
、
0
0
0
万
円

地
下
道
線
築
造

・
北
鬼
江
l
号
公
園
造
成
な
ど

-
土
地
区
画
整
理
事
業
化
調
査
:
・
:
:
:
2
、
7
1
5
万
円

北
鬼
江

・
北
中
地
内
m
w
h
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‘一再・

3
一ぺ一
J
J
.

一混成
叫
ぶ

3
醤
臨
め

行
間

宮
古
(含
を
明

、
5
2
5一
浦
町
J
7
6
・
を
査
開

時
中
川
市
関
誌
A
A

調
伊

井

-U織紙一閃
刺
繍

♂一二
3Jq壬
U
線

事
蹴

~二
l
J
M
(

ト誌吋
J

較
側

理
部

ご
二
一
J
hウ
'
J

し均一
vJ
h
川

整
蹴

E
一(一九一
一

べ
A
Mゾ一一
帥

回
同

部
一一

~
F~パベ
士ロ
錨

・
慶
野
宮
津
線
道
路
改
良
事
業

:
:
:
4
億
1
4
3
万
円

・
魚
津
中
央
線
築
造
事
業
:
:
:
:
・

1
憶

2
、
0
4
9
万
円

・
市
道
新
設
・
改
良
・
舗
装
事
業
:
・
2
億

3
、
6
4
0
万
円

住
吉
5
号
線
改
良
な
ど

-
市
道
消
雪
施
設
設
置
事
業
:•• 

(3) 

3
、
9
5
0
万
円

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
環
境
づ
く
り

消
防
合
同
庁
舎
の
建
設
を
平
成
6
年
度
の
完
成
を
め
ざ

し
て
本
江
地
内
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
収
集
を
今
年

度
か
ら
全
面
的
に
民
間
に
委
託
し
ま
す
。

〔
主
な
事
業
〕

・
消
防
合
同
斤
舎
建
設
事
業
:
:
:
2
億

7
、
0
5
0
万
円

・
消
防
施
設
整
備
事
業
:
:
:
j
i
-
-
:
:
1
、
9
8
0
万
円

・
ゴ
ミ
定
期
収
集
等
委
託
料

:
:
:
1
億
3
、
3
0
4
万
円

・
ゴ
ミ
減
量
化
対
策
・•••••••••••.•...

.... 

・・・
・・・

3
3
5
万
円

資
源
再
利
用
報
償
金
自
家
処
理
器
購
入
助
成

-
市
営
住
宅
便
所
水
洗
化
等
工
事
:
:
:
2
、
1
3
0
万
円

・
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
:
:
:
:
:
:
1
、
2
5
0
万
円

・
桃
山
運
動
公
園
築
造
事
業
:
:
:
1
憶

7
、
0
0
0
万
円

・
片
貝
川
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業
:
:
:
1
、
0
0
0
万
円

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

福
祉
社
会
づ
く
り

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
市
政
を
進
め
る
た
め
老
人
保

健
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
市
道
の
歩
道
段
差
解

消
や
健
康
セ
ン
タ
ー
に
障
害
者
用
リ
フ
ト
を
設
置
す
る
な

ど
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。〔主
な
事
業
〕

・
老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定
事
業
・•••

••
••
••• 

・1
8
4
万
円

・
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

1
、
6
2
9
万
円

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

:
:
:
9
、
1
9
4
万
円

・
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
:
:
:
4
、
3
7
1
万
円

・
老
人
保
健
事
業
・
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
7
、
4
9
8
万
円

・
予
防
対
策
事
業
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
1
、
5
4
9
万
円

ご¥歳出|

1，205，752千円 7.6%

1.7% 

0.0% 

衛生費 966，953千円 6.1%

0.7% 

0.3% 

0.1% 

4.2% 

2.8% 

261，618千円

費

114，390千円

費

50，000千円

災害復旧費

19，913千円

諸支出金

4，030千円

660，268千円

441，276千円

費

費

費

農林水産業費

工

イ庸

d会、
:z:;: 

働

防

商

議

，J.;.<. 
Yコ

予

i南

。
市
債
市
が
建
設
事
業
の
た
め
に
国
や
県

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
日

年
か
ら
初
年
ぐ
ら
い
の
長
期
に
わ
た

り
返
消
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
公
債
費

こ
れ
ま
で
に
借
り
た
市
債
の
返
済

金
で
す
。

一
般
会
計
に
お
け
る
平
成
4
年
度

末
の
残
高
は
、
約
百
十
九
億
二
千
万

円
に
な
る
見
込
み
で
す
。
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グ
明
田
を
築
/
、
豊
か
な
ま
ち
u

を
め
ざ
レ
て

広報うあ、づ

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

農
林
水
産
業
づ
く
り
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農
道

・
林
道

・
か
ん
が
い
排
水
の
新
設

・
改
良
を
行
い

農
林
業
の
生
産
北
慌
を
務
備
し
ま
す
。
ま
た
、
加
村
、
地
区

で
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

〔
主
な
事
業
〕

・
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
・:
3
憶

3
、
3
3
7
万
円

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
農
道
箆
備
な
ど

-
第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業

2
、
6
9
8
万
円

・
県
・
市
単
土
地
改
良
事
業

-
j
i
-
-
・:
7
、
8
0
0
万
円

・
団
体
営
農
道
整
備
事
業
等
補
助
金
・•••
•••
•••
• 
・・・
・
1
億
円

・
林
業
集
落
定
住
基
盤
整
備
事
業

:
:
:

8
、
9
8
0
万
円

・
森
林
地
域
環
境
整
備
モ
デ
ル
事
業
・

:
5、
0
0
0
万
円

・
林
業
構
造
改
善
事
業

:
:
:
:
:
:
:
:
:
2
、
3
1
4
万
円

・
林
地
荒
廃
防
止
事
業

:
j
i--
:
:
:
:
1
、
0
0
0
万
円

・
県
単
林
道
・
治
山
事
業
・
:
:
:
:
:
:
:

1
、
9
6
0
万
円

・
漁
業
振
興
基
金
積
立
金
:
:
:
・
:
:
:
:
4
、
1
6
0
万
円

・
栽
培
増
養
殖
振
興
費
・...
.•..••

. 
:
・・・・・・・・・・・

3
9
7
万
円

・
い
け
す
枠
補
助

j
i
-
-:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
1
2
0
万
円

魅
力
と
活
力
を
高
め
る
産
業
づ
く
り

商
工
団
体
の
育
成

・
物
産
展
の
開
催
、
中
小
企
業
に
対

す
る
小
口
事
業
資
金
預
託
金
を
増
額
す
る
な
ど
中
小
商
工

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
展
示
館
建
設
に
あ

た

っ
て
は
、
体
育
館
と
の
複
合
地
設
と
す
る
こ
と
と
し
、

引
き
続
き
用
地
購
入
を
行
う
と
と
も
に
そ
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

〔
主
な
事
業
〕

-
中
小
企
業
金
融
対
策
事
業

:
:
:
2
億

7
、
1
4
3
万
円

小
口
事
業
資
金

・
独
立
開
業
資
金
な
ど
の
融
資
枠
拡
大

・
中
小
企
業
及
び
地
場
産
業
振
興
事
業

1
、
1
1
9
万
円

・
商
工
団
体
等
育
成
事
業
・
---
-
-
-
-
-
-
p
:

・・・・・・・
・6
4
5
万
円

・
産
業
展
示
館
・
第
二
体
育
館
複
合
施
設
建
設
用
地
取
得

事
業

:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
8
、3
0
0
万
円

・
物
産
展
見
本
市
事
業
・••••••••

•••••••

•••
•• 

・・
・3
5
1
万
円

・
戦
国
の
ろ
し
祭
り
補
助
・.•
..
••.
.•.
.•......

.. 

5
0
0
万
円

-
観
光
宣
伝
事
業
・

:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
1
、
8
0
4
万
円

・
都
市
公
園
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

:
:
:
3
、
3
0
0
万
円

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
笠
備

産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

労
働
環
境
づ
く
り

勤
労
者
の
た
め
の
融
資
制
度
の
充
実
や
雇
用
の
確
保
を

図
り
、
勤
労
者
の
生
活
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

〔
主
な
事
業
〕

-
勤
労
者
融
資
対
策
事
業
・

:
:
:
:
:
:
:
8
、
5
4
1
万
円

・
雇
用
安
定
対
策
事
業

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
3
0
7
万
円

・
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
運
営
費
:
:
:
:
:
:
・:
7
2
8
万
円

・
技
能
促
進
事
業
・•••••••••••••••••••••••••••••• 

・・
5
0
万
円

市
政
の
推
進
市
民
と
と
詑
持
く
り

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
市
政
を
推
進
し
、
「
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ

た
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

〔
主
な
予
算
〕

・
議
会
費
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・

:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・:
:

2
億

6
、
1
6
1
万
円

.
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金

:
:
:
-
j
i
-
-
:
・:
:
:
:
:
:
3
億

7
3
9
万
円

・
電
子
計
算
処
理
費
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

9
、
3
3
6
万
円

.
広
報
発
行
事
業

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-j
i
-
-
:
:
・:
:
:
:
6
5
7
万
円

・
選
挙
費
(
衆
議
院
議
員
、
農
業
委
員
会
委
員

):
:
:
j
i
-
-
-

1
、
8
7
2
万
円

dHJ' 
un 

特
別
会
計
と
は
、
あ
る
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
市
の
一
般
的
な

行
政
活
動
に
対
す
る
経
理

l
一
般
会
計

1
と
は
区
分
し
て
行
う
経
理
を
い

い
、
主
に
そ
の
事
業
に
よ
る
収
入
を
も
っ
て
事
業
を
行
い
ま
す
。
区
分
す

る
こ
と
で
、
そ
の
事
業
の
内
容
や
経
理
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

費
:・

1
億

9
8
1
万
円

.
都
市
下
水
路
事
業
費
:・

2
、
0
3
0
万
円

特
下

水

道

事

業

公
共
下
水
道
事
業

・
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事
業

・
地
域
下
水
道

事
業
を
行
い
、
川
や
海
な
ど
の
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
と
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
都
市
下
水
路
事
業
を
行
い
、

浸
水
防
除
に
努
め
ま
す
。

〔
主
な
予
算
〕

.
公
共
下
水
道
事
業
費
・:

日
億
l
、
2
9
8
万
円

村
木

・
大
光
寺

・
上
口
・
吉
島

・

道
下
地
区
の
管
梁
布
設
な
ど

-
川
の
瀬
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
費
:・

ー
、
1
7
8
万
円

芝ゐ
A 

計

農
業
集
落
排
水
事
業

農
村
部
に
お
け
る
下
水
道
事
業
で
、

平
成

3
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
東
城

地
区
の
事
業
は
今
年
度
で
完
了
し
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
上

野
方
地
区
と
平
沢
地
区
で
事
業
を
開

始
し
ま
す
。

〔
主
な
予
算
〕

・
東
城
地
区
:
:
:
7
、
0
9
2
万
円

.
上
野
方
地
区
:
・2
億

9
0
0
万
円

・
平
沢
地
区
:
:
:
3
、
2
0
0
万
円
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広報うあ、づ

明
日
の
魚
津
市
を
築
く
人
づ
く
り

(5) 

経
団
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
、
教
育
器
材
質
を
増

額
す
る
な
ど
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校

週

5
日
制
に
対
応
し
た
社
会
環
境

・
体
制
づ
く
り
を
一
層

進
め
ま
す
。
ま
た
、
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
や
西
部
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明
設
備
改
修
を
行
い
ま
す
。

〔
主
な
事
業
〕

・
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
整
備
事
業
:
・

4
、
5
0
0
万
円

・
西
部
中
学
校
運
動
場
夜
間
照
明
設
備
改
修
:
・

3
、
0
0
0
万
円

・
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
:
:
:
:
:
:
1
、
3
0
0
万
円

・
青
少
年
学
校
外
活
動
推
進
事
業
・•••••••••• 

・2
4
1
万
円

学
校
週

5
日
制
に
対
応

-
奨
学
資
金
貸
付
金
:
:
:
:
:
:
・

:
:
:
:
1
、
0
1
5
万
円

・
2
0
0
0年
国
体
選
手
強
化
事
業
:
:
・

:
:
1
0
0
万
円

・
平
成

6
年
高
校
総
体
準
備
委
員
会
設
置
:
・

1
9
4
万
円

う
る
お
い
あ
る

コ
ミ
、
ユ

ニ
テ
ィ
づ
く
り

自
主
的

・
多
角
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
う

る
お
い
と
活
動
に
富
ん
だ
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

〔
主
な
事
業
〕

-
公
民
館
事
業
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
--:
・
3
、
9
8
0
万
円

・
社
会
教
育
活
動
総
合
事
業
・
.......... ・・
・・・
・・
1
9
0
万
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
推
進
事
業
:
・

:
:
:
1
0
0
万
円

国
際
化
時
代
へ
の
対
応

外
国
人
講
師
を
招
き
(
一
年
間
)
、
市
民
へ
の
語
学
指
導
、

交
流
な
ど
を
行
う
海
外
青
年
招
致
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
青
年
壮
年
海
外
研
修
事
業
を
行
い
ま
す
。

〔
主
な
事
業
〕

・
海
外
青
年

(
C
l
R
)
招
致
事
業

:
:
:
:
:
;
5
2
1
万
円

・
青
年
壮
年
海
外
研
修
事
業
・•••
•••••

•• 
・・・・・・・

5
6
7
万
円

・
国
際
交
流
事
業
・••••.•••

....

...

.......

...

.•
•.. 

・・
7
0
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
の
医
療
費
で
す
。
収
納
率
向
上
対

策
や
医
療
費
適
正
化
事
業
を
行
い
国

保
事
業
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
成
人
病
ド

ッ
ク

・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ド

ッ
ク

・
健
康
体
操
な
ど
の
疾

病
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
会
計
の
健
全
運
営
の
た
め
に
、

国
保
税
は
完
納
し
ま
し
ょ
う
。

老
人
保
健
医
療
事
業

叩
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
方
(
ね

た
き
り
な
ど
の
認
定
を
受
け
た
方
は

日
歳
以
上
)
の
医
療
費
で
す
。
お
年

寄
り
の
健
康
を
願
い
、
安
心
し
て
治

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

食品簡
霊引易
喜引水
?ゑ|道
ご事|事
手 ~ I 業

水

族

館

事

業

水
族
館
の
管
理
運
営
費
で
す
。
ミ

ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
と
一
体
と
な
っ
て

積
極
的
に
宣
伝

・
紹
介
し
、
観
光
客

の
誘
致
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
校

5
日
制
に
対
応
し
た
各
種
教
室
も
行

い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て

は
、
水
道
事
業
の
維
持
管
理
費
、
受

託
工
事
費
、
支
払
い
利
息
な
ど
を
積

算
し
ま
し
た
。
ま
た
、
資
本
的
収
入

及
び
支
出
に
お
い
て
は
、
建
設
改
良
費
、

企
業
債
償
還
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

建
設
改
良
事
業
の
主
な
も
の
は
、

国
道
8
号
バ
イ
パ
ス
配
水
管
布
設
工

事
や
老
朽
石
綿
管
の
布
設
賛
工
事
を

行
い
ま
す
。

※
収
益
的
収
入
・
支
出
と
は

水
道
の
事
業
活
動
に
よ
る
収
入

と
支
出
を
い
い
ま
す
。

※
資
本
的
収
入

・
支
出
と
は

水
道
施
設
の
拡
張

・
改
良
を
す

る
た
め
の
収
支
を
い
い
ま
す
。

水道事業会計予算
勘 F疋_._ 名 5年度 4 年度 前年対比

千円 千円 % 

収益的収入
収入 588，310 619，365 ム0.5

及び支出
支出 588，310 618，056 ム4.8

資本的収入
収入 225，492 150，486 49.8 

及び支出
支出 443，443 282，814 56.8 
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3
月
市
議
会
定
例
会
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3
月
市
議
会
定
例
会
は
、

2
日
か
ら
四
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ

た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
平
成

5
年
度
予
算
並
び
に

平
成

4
年
度
補
正
予
算
、
各
種
条
例
の
改
正
な
ど
犯
議
案
が
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
案
件

マ
平
成

5
年
度
予
算

一
般
会
計

(
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
5
8
億
2
千
万
円

を
計
上
)
と
、
下
水
道
、
農
業
集
落

排
水
、
簡
易
水
道
、
国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
医
療
、
水
族
館
の

6
事
業

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
。

マ
平
成

4
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
(
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に

4
、
9
8
9
万

6
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
6
7
億
5
、
3
2
7
万
5

千
円
と
す
る
も
の
)
と
、
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
国

民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
医

療
、
農
業
共
済
の

5
事
業
特

別
会
計
。

マ
郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

-
名
称

l
金
山
谷
郷
土
文
化

保
存
伝
習
施
設
。
位
置

l

金
山
谷

3
、
7
0
1
番
地

マ
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

マ
魚
津
市
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
議
長

1
月
制
必
万

5
千
円
を
必
万

円
に
。
副
議
長

l
お
万

5
千
円
を

引
万
円
に
。
議
員

l
お
万

5
千
円

を
お
万
円
に
。

マ
魚
津
市
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
市
長

l
月
額
卯
万
円
を
何
万
円
に
。

助
役

lη
万
円
を
苅
万
円
に
。
収

入
役

l
M
万
円
を
幻
万

5
千
円
に
。

マ
魚
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
教
育
長

1
月
額
引
万
円
を
似
万

5

千
円
に
。

マ
魚
津
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
魚
津
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

マ
魚
津
市
母
子
寮
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

マ
魚
津
市
心
身
障
害
者
介
護
手
当
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
介
必
千
当
立
給
制
、
ハ
制

3
千

7

.h
円
を
4
千
円
に
。

マ
魚
津
市
心
身
障
害
者
年
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
心
身
障
害
者
一
人
に
つ
き
、
年
制

1
万
3
千

2
.
h
円
を

1
万
5
下
6

百
円
に
。

マ
魚
津
市
健
康
観
察
者
医
療
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
魚
津
市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
魚
津
市
有
線
放
送
電
話
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

マ
魚
津
市
日
雇
労
働
者
就
職
支
度
金

貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

マ
魚
津
市
伝
染
病
患
者
食
費
お
よ
び

薬
価
徴
収
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

マ
魚
津
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
選
挙
区
お
よ
び
選
挙
区

に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
マ
魚
津
市
農
業
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

マ
魚
津
都
市
計
画
事
業
加
積
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
を
廃

止
す
る
条
例

マ
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

.
蛇
田
7
号
線
な
ど
初
路
線

マ
平
成

5
年
度
財
団
法
人
魚
津
市
開

発
公
社
の
事
業
資
金
借
入
れ
に
対

す
る
損
失
補
償
に
つ
い
て

-
5
億

5
千
万
円
の
範
囲
内
で
市
が

山
川
失
倒
的
を
行
、
っ
。

マ
魚
津
駅
地
下
道
線
新
設
工
事
の
委

託
協
定
の
変
更
に
つ
い
て

-
協
定
金
制
1

9
偲

4
、
6
7
8
万

9

千
円
を
日
億
9
、
2
9
3
万
3
千
円

マ
魚
津
桃
山
運
動
公
園
建
設
工
事
の

委
託
協
定
に
つ
い
て

・
協
定
金
制

1
1億
7
百
万
円
。

マ
東
部
中
学
校
別
館
改
築
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

-
契
約
金
額
1
2
億
8
、
4
2
8
万
円
。

マ
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

・
産
業
展
示
館

・
第

2
体
育
館
複
合

施
設
建
設
事
業
用
地
と
し
て
1
1
、

6
0
9
M
を
取
得
。

マ
魚
津
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
総
務
委
員
会
と
文
教
厚
生
委
員
会

を
、
総
務
文
教
委
員
会
と
民
生
消

防
委
員
会
に
改
め
る
。

マ
魚
津
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
減

少
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
議
員
の
定
数
お
人
を
M
人
に
改
め
、

次
の
一
般
選
挙
か
ら
施
行
す
る
。

同
意
案
件

マ
住 いに魚
萩 吉 てつ津
原 2 き公
ハ 周平
弘 Z 意委
成 X を員
氏 it 求会
国 めの
地選 る委
任 こ員
に との
同 に選
意 つ任
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水
洗
化
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

問
い
合
わ
せ
:
・
市
下
水
道
諜
岱
但

E
2
2
0
0
内
線

3
8
1
i
3
8
4

公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
く
み
取
り
便
所
を
水
洗

便
所
に
改
造
す
る
水
洗
化
工
事
と
と
も
に
、
台
所
な
ど
の
雑
排
水

工
事
を
し
て
、
公
共
下
水
道
に
嬢
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
工
事
費
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
融
資
の

あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利

子

補

給

申

請

受

付

中

-
融
資
限
度
額

・

融

資

期

間

・

利

率

1
0
0
万
円

3
年
以
内
(
毎
月
償
還
)

金

融

機

関

と

市

が

協

定

し

た

利

率

対

象

エ

事

0
現
在
使
用
し
て
い
る
く
み
取
り
便

所
(し
尿
浄
化
槽
を
含
む
)を
水
洗

便
所
に
改
造
す
る
水
洗
化
工
事
。

O
水
洗
化
工
事
と
同
時
に
行
う
台
所

な
ど
の
雑
排
水
工
事
や
付
帯
工
事
。

※
原
則
と
し
て
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
日
か
ら
3
年
以
内
に

工
事
す
る
も
の
。

対

象

者

広報うあ、づ

O
改
造
工
事
を
行
う
建
物
の
所
有
者

ま
た
は
使
用
者
で
、
市
税

・
受
益

者
負
机
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

(
法
人
等
は
除
く
)

O
山
己
資
金
だ
け
で
は
改
泣
資
金
を

(7) 

一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
で
資
金
の
返
済
能
力
が
あ
る
方
。

手

続

き

あ
ら
か
じ
め
融
資
あ
っ
せ
ん
申
込

書
に
金
融
機
関
の
確
認
印
を
も
ら

っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
込
書
は
、
下

水
道
謀
、
指
定
工
事
庖
及
び
左
記
の

取
扱
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

-
取
扱
金
融
機
関

市
内
の
北
陸
銀
行
、
富
山
銀
行
、
高

山
第
一
銀
行
、
石
川
銀
行
、
新
川
水

柿
信
用
金
庫
、
富
山
県
労
働
金
庫
、

富
山
県
信
用
組
合
、
魚
津
市
農
業

協
同
組
合
、
道
下
伝
用
農
業
協
同

組
合
、
経
団
信
用
農
業
協
同
組
合
、

魚
山
漁
業
協
同
組
合
、
続
回
漁
業

協
同
組
合
の
各
本
支
庖
0

・
指
定
工
事
届

広

報

4
年
7
月
号
に
掲
載
。

①
市
へ
の
申
し
込
み

工
事
を
着
工
す
る
前
に
、
金
融
機

関
の
確
認
印
を
も
ら

っ
た
融
資
あ

っ

せ
ん
申
込
書
を
、
見
積
書
、
納
税
証

明
書
と
一
緒
に
指
定
工
事
庖
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
屈
が
代

行
し
て
申
請
し
ま
す
。

②
審
査
市
で
は
、
申
し
込
み
に
対
し
て
審

査
を
行
い

、
あ
っ
せ
ん
額
を
決
定
し

て
通
知
し
ま
す
。

③
借
入
れ
申
し
込
み

市
の
融
資
あ
っ
せ
ん
決
定
通
知
に

基
き
、
金
融
機
関
で
借
入
れ
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

利

子

補

借
入
れ
利
率
の

4
%を
超
え
る
分
を
補
給

融
資
を
受
け
た
方
は
、
償
還
を
行

っ
た
翌
年
度
の

4
月
末
ま
で
に
、
利

子
補
給
交
付
申
請
書

(
下
水
道
課
に

あ
り
ま
す
)
を
、
下
水
道
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ー
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

l

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

包

但

2
2
2
0
0
内
線

1
E
B
-
-
2
7

4
月
1
日
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

月
額

1
0
、5
0
0
円
に
な
り
ま
す

年
々
物
価
の
上
昇
に
併
せ
て
年
金

額
も
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に

伴
っ
て
、
保
険
料
も
毎
年
改
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成

5
年
4
月
か
ら
、
保
険
料
は

月
額
1
0
、
5
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
月
額
4

0

0
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

経
済
的
な
理
由
等
で
納
付
が
困

難
な
方
に
は
、
免
除
の
方
法
が
あ

り
ま
す
の
で
、

5
月
末
日
ま
で
に

印
鑑
を
も
っ
て
年
金
係
の
窓
口
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら

年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

支
払
日

4
月
9
日
(
金
)
か
ら

4
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
月

で
す
。
支
払
日
は
4
月
9
日
(
金
)
か

ら
で
す
。
郵
便
局
で
年
金
を
受
け
取

ら
れ
ま
し
た
ら
す
ぐ
、
郵
便
局
の
窓

口
へ
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、

4
月
か
ら
物
価
ス
ラ
イ

ド
に
よ

っ
て
改
定
さ
れ
た
年
金
額
を

記
入
す
る
た
め
で
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん

卒
業
し
て
就
職
し
た
ら

種
別
変
更
の
手
続
き
を

大
学
や
専
門
学
校
に
紅
籍
し
て
い

る
加
政
以
上
の
学
生
は
、
国
民
年
金

の
被
保
険
者
(
第
1
号
)
で
す
が
、

卒
業
し
て
就
職
す
る
と
被
保
険
者
の

栴
別
が
変
わ
り
ま
す
。
厚
生
年
金
や

共
消
組
合
に
加
入
し
た
場
合
は
、
保

険
証
と
印
鑑
を
も

っ
て
国
民
年
金
係

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。



(8) 

就
字
で
給お
食困
費り
なの
ど児
荷皇

助生
し1定
まに
す

わ
空た
lし
iた
品ち
Jの
!国
i保

健
康
生
活
を

さ
さ
え
る

保
険
年
金
課
保
険
係

l
5月
診
療
分
か
ら
|

高
額
療
養
費
の
限
度
額
を
改
定

6
0、0
0
0円
l

↓

6
3
、0
0
0円

高
額
療
養
費
と
は

国
保
の
加
入
者
が
、
同
じ
月
に
同

じ
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
(
一

部
負
担
金

l
3割
ま
た
は

2
割
)
が

高
額
に
な
っ
て
一
定
の
自
己
負
担
限

度
傾
を
超
え
た
場
合
、
国
保
に
請
求

広報うあ、づ

市
で
は
、
小

・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
う
ち
、
純
一
併
的
理
由
で
就

学

に

お

凶

り

の

方

に

対

し

学

校

で

必

要

な

学

用

品

質

や

給

食

費

な

ど
を
妓
助
し
ま
す
。

っ
た
場
合
、

4
回
目
以
降
は

l
か

H

3
7
、
2
0
0
円
を
起
え
た
分
に
つ
い

て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

一一一一一…一一一一一側側…-'I~ 成 5 年 4 JJ 

0
申
請
の
受
付
期
間

4
月
5
日
(
月
)
j
4
月
日
日
(
金
)

O
問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

8

n
|
2
2
0
0
内
線

4
3
1

。
被
扶
養
者
の

認
定
基
準
が
改
定

す
る
と
そ
の
超
え
た
制
に
つ
い
て
払

い
戻
し
ま
す
。

た
だ
し
、
国
保
の
給
付
対
象
に
な

ら
な
い
差
制
ベ

ッ
ト
代

・
付
き
添
い

看
護
料

・
歯
科
差
制
代
な
ど
は
高
額

療
養
貨
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
0

5
月
一診
療
分
か
ら

鹿
沼
一寮
担
限
度
額
を
改
定

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

が

5
月
診
療
分
か
ら
別
表
の
と
お
り

に
改
定
さ
れ
ま
す
。

改
定
後
の
限
度
額
は
、
課
税
世
帯

が

6

3
、
0
0
0
円
、
非
課
税
世
帯
が

3

5
、
4
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
多
数
該
当

(
4
回
目
以
降
)

の
場
合
の
限
度
額
は
、
課
税
世
帯
が

3
7
、
2
0
0
円
、
非
課
税
世
帯
が

2

4
、
6
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

世
帯
合
算
の
基
準
額
と
特
定
症
病

の
限
度
額
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

O
多
数
該
当
と
は
・
:
・
:

ロ
か
月
の
問
に
同
じ
世
帯
で
、
高

額
療
養
費
の
支
払
い
が

4
回
以
上
あ

被
扶
養
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
年

間
の
所
得
額
が

4
月
か
ら
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
年
間
の
所
得
基
準
額

印
歳
未
満
の
場
合

V
対
象
と
な
る
方

・
前
年

4
月
以
降
に
生
活
保
護
の
廃

止
ま
た
は
停
止
と
な
っ
た
方

-
市
民
税
の
非
課
税
世
帯

・
児
童
扶
養
手
当
法
第

4
条
に
基
づ

く
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
-
そ
の
他
、
収
入
程
度
か
ら
み
て
援

助
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
V
援
助
を
受
け
ら
れ
る
費
用

学
用
品
費

・
給
食
費

・
修
学
旅
行

費

・
校
外
活
動
費

・
遠
距
離
通
学
費

・

医
療
費
(
う
歯

・
ト
ラ
コ
ー
マ
及
び

結
膜
炎

・
中
耳
炎
な
ど
の
学
校
病
に

限
る
)。

V
申
請
の
手
続
き

申
請
書
に
必
要
な
事
項
を
叩
記
入
し

て
、
学
校
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
援
助
を
受
け
て
い
る
方
で
、

引
き
続
き
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
も

再
度
、
必
ず
申
請
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

1
3
0
万
円
未
満

区分
住民税課税世帯 住民税非課税世帯

改定前 改定後 改定前 改定後

片吊1-<. 
円 円 円 円

通 60，000 63，000 33，600 35，400 

多数該当 34，800 37，200 23，400 24，600 

合算対象
30，000 据置き 21，000 1!;ii置き

基準額

特定疾病 10，000 据置き 10，000 据置き

印
歳
以
上
の
場
合

1
8
0
万
円
未
満

。
異
動
の
届
出
は

U
日
以
内
に

4
月
は
、
入
学

・
卒
業

・
就
職

・

退
職
な
ど
異
動
の
多
い
月
で
す
。

こ

れ
ら
に
伴
っ
て
国
保
の
資
格
の
異
動

も
発
生
し
ま
す
。

届
出
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ

て
は
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
保
の
資
格
の
異
動
が
あ
っ
た
場

合
は
、
世
帯
主
の
方
は
必
ず

U
日
以

内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

可燃ゴミの収集はこれま

で、国道8号線を境に、海

側は市直営で、山側は民間

に委託して収集していまし

たが、 4月1日から市内全

地域を委託収集することに

なりました。

みなさんのご理解とご協

力をお願いします。

ゴミに関する苦情・間合先

市民生活課クリーン係

fi22一2200内線114

4月T白から
ゴミ収集を

民間委託しました

⑧⑨⑥⑨ 
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銚
山
運
動
公
園
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
:
・
野
球
場
公
但
1
0
0
7
7
陸
上
競
技
場
岱
但

1
8
2
8
2

桃
山
運
動
公
園
を
4
月
1
日
か
ら
開
園
し
ま
す
。

練
習
・
体
力
"
つ
く
り
に
野
球
場
・
陸
上
競
技
場
を
大
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
曜
・
祝
日
な
ど
に
は
各
種
大
会
か
行
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

桃

山

野

球

場

日
曜
日
・
祝
日
の

一
般
利
用
の
日

日
曜
日
や
祝
日
は
、
各
種
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
た
め
に
一
般
の
方

が
野
球
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
も
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
左
記
の
日
曜
日

・
祝
日
を

一
般
利
用
の
日
と
し
て
設
定
し
ま
し

た・
利
用
で
き
る
日

6 5 4 
月 月 月

27 2 /ーヘ 11
日 日 し4 日

込月
み 6
く日
だま
さで
し、 lこ
申

広報うあ、づ(9) 

11 10 9 
月 月 月

21 3 3 15 
日日 日 日

23 7 
日日

28 14 
日日

-
利
用
時
間
帯

①
午
前
9
時

i
午
前
日
時
初
分

②
午
前
日
時
必
分
j
午
後
2
時
日
分

③
午
後
2
時
却
分

i
午
後

5
時

¥
利
用
時
間
に
は
準
備
、
後
か
た
/

/
づ
け
の
時
間
も
含
み
ま
す
。

下

・
利
用
料
金

(
1
時
間
あ
た
り
)

・
一
般

l
、
0
3
0
円

・
学
生
、
児
童
生
徒

5
2
0
円

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
利
用

(
1
試
合
)

ー、

0
3
0
円

-
申
し
込
み
方
法

各
利
用
日
の

3
か
月
前
か
ら
日
日

前
ま
で
申
し
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

桃
山
陸
上
競
技
場

オ
ー
プ
ン
し
て
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。
今
年
も
練
習
、
体
力
づ
く
り
に

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
利
用
料
金

(
練
習
の
場
合
)

0
団
体

(
却
人
以
上
の
場
合
)

一
日

5
、
1
5
0
円

半

日

2

、
5
8
0
円

。
個
人

(
l
人
2
時
間
)

一
般

1
0
0
円

学
生
、
児
童
生

徒

印

円

※

7
月、

8
月
の
開
園
時
間
は
、
午

前
9
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で

早
月
川
緑
地
公
園
内
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

利
用
に
つ
い
て

早
月
川
緑
地
公
園
内
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
6
面
の
利
用
を
開
始
し
ま

す
。
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
0

0
問
い
合
わ
せ

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ハ
ウ
ス

E
M
|
9
5
7
8
 

しん伺うロードレース大会宣圃圃圃

規
制
日
時

4
月
白
日
(
日
)

午
前
叩
時

i
午
後
目
時
叩
分

一行通方摘

通

倒
回
ら

方

au 
面方湾魚日 信号機。車両進禁止

一方通行口

全面通行止協

凡例

一
(
帽
荘
園
漁
港
か
ら

8
号
線
へ
一
方
通
行
)

-

寸

|

|

一

方

通

行

|

|」

日
凹

-
-

魚
進
工
・
高
担

J
h
t

ム=↑
F
3
1

骨

片
貝
川

e
 

問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

包
但

1
2
2
0
0
内
線

4
5
0
・4
5
1



。司、

Z 霊気楼って何? 埋没林博物館
; 学校週 5日制て‘学校が休みとなった 3月12日、埋没 1
2林博物館でホ唇気楼現象をつくってみよう…蟹気楼っ

， 

Zて何人をテーマに 「博物館教室」が聞かれました。 J
ミ 小学校 5・6年生の親子16人が参加。宮気楼博士山 3
2 として知られる沢崎寛さんから富山湾に現われる蜜気 3 
j 楼のメカニズムや写真の撮り方などを教ったり 、水槽 さ

ま 内て堅気楼現象を再現する実験を行いました 。 ~~l

3 霊気楼現象は、空気の温度差による密度の違う二つ ぎ
I 

Eの層を光が通り抜ける際の屈折によって起こるもので、ぎ
ま水槽実験では食塩水と真水を使って密度の違う二層を き

下孟

2っくり行われました。
; 水槽の反対側に置かれたものが、実際に伸びたり縮 3 

T!と「五一-c"t ltco. ， 

(1日広報うあ、づ欄欄欄欄欄一一一一…一一一………内側関内平成5年 4月

上中島小学校

3月5日、上中島小学校では、れ 6年生を送る会総

が聞かれていました。

これは、 3月限りで卒業していく 6年生20人のた

めに下級生が開いたもので、この日まで練習を続け

てきた合奏や合唱、劇などが学年ごとに次々に披露

されました。また、 「どうもありがとうございました」

「卒業してもまた一緒に遊んでくださいJ r中学へ行

っても頑張ってください」と心のこも った言葉もた

くさん贈られました。

6年生は、下級生の温かい心使いにとても感激し

ているょっでした。

卒業式は、小学校が3月17日、中学校が3月19日

に行われ、小学校561人 (男274人、女287人)、中学 ミ

校687人(男362人、女325人 ) が卒業しました 。 .g~
，'1<' 
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広

場

日
間
関
山
清
時
!
?
パ
山
内
時
間
陸
山
川
同
2

武
隈
屋
敷
跡
(
小
菅
沼
城
跡
)

金
山
谷
か
ら
松
倉
城
へ
至
る

途
中
の
小
菅
沼
集
落
に
あ
る
館

跡
で
、
別
名
H

小
菅
沼
城
跡
。

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

館
跡
は
、

一
辺
が

ω

j
叩

m

の
方
形
で
、
小
菅
沼
集
落
の
突

端
に
位
置
し
て
お
り
魚
津
の
平

野
部
が
一
望
で
き
る
景
勝
の
地

で
あ
る
。
周
囲
は
高
い
石
垣
で

固
ま
れ
、
出
入
口
部
に
は
舛
型

の
門
跡
が
あ
る
。

戦
後
、
松
倉
城
へ
通
じ
る
林

道
建
設
に
際
し
、
一
辺
の
石
垣

が
取
り
除
か
れ
た
が
そ
の
ま
ま

内
側
に
復
元
さ
れ
た
。

武
限
家
は
、

室
町
時
代
の
松
倉
城

主
椎
名
氏
の
家
老
で
あ

っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
藩
政
時
代
ま
で
こ
の

地
に
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今

で
は
直
系
の
子
孫
は
他
県
へ
転
居
し

て
こ
の
地
に
は
い
な
い
。

小
菅
沼
集
落
に
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
土
塁
で
固
ま
れ
た
館
跡
と
思
わ
れ

る
も
の
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
こ
こ
に
た
く
さ
ん
の
松

倉
城
の
家
臣
の
館
が
建
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

関3

「
将
来
は
プ
ロ
の
サ

ッ
カ
ー
選
手
に

な
り
た
い
。
カ
ズ
や
ラ
モ
ス
が
目
標

で
す
」
と
は
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
サ

市
内
上
村
木
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3必ず帰ってきて
3 月 4 日、市街地を流れる II~島川で「サケの稚魚、放

流」が行われました。

この放流は "1鴨川にもサケを呼ぶ会、、が毎年行っ

，ているもので、今回で7回目となります。

放流には、大町 ・本江 ・村木 ・松倉 ・坪野の各IJ、

ま学校の児童や付近の住民が参加。約6000匹の稚魚、が

三参加者の手で次々に放流されました。稚魚、のうち約

1000匹は、児童が小学校でふ化・育ててきたもので、サ

ケが再び戻ってきてほしいとの思いは人一倍ーいつ

までもじ っと川の流れを見つめていました。

ホ II~島川にもサケを呼ぶ会、、では、鴨川の浄化に取

り組みながら、サケの稚魚、だけでなく他の魚の放流

も行っていきたいと話しています。

サケの稚魚放流

広報うおづ)
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金山谷

郷土文化保存伝習館が完成

昨年 9月から建設が進められていた「金山谷郷土文 4

化保存伝習館」と「木造阿弥陀奴来立像(県指定文化 、i

財・ )安置庫」が松倉の金山谷に完成して 、 3 月 1 4 日に落~;

成式が行われました。

総工費約6，378万円、鉄骨造平屋建のこの2棟の建物 r
は、い金山谷の獅子舞治、鹿熊の万踊り w といった古く

から地元に受け継がれてきた郷土芸能、また文化や文 "j.

化財を継承、保存する目的で建てられたものです。

木造阿弥陀奴来立像が光開寺から安置庫に移された -:/

後、獅子舞と刀踊りが披露され、式典会場はお祝いム 》

議
ドに包まれていました。 ぷ堂、

.:~':r: ... ~ 

ツ
カ
ー
の
強
化
選
手
の
選
考
メ
ン
バ

ー
に
選
ば
れ
た
小
関
昌
幸
君
。

昨
年
ロ
月
に
千
葉
県
内
で
行
わ
れ

た
全
国
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
の
強
化
選
手
(
同
人
)
と
し
て

参
加
。
北
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
は
、

昌
幸
君
一
人
だ
け
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

F
p
m杭

昌

幸

君

が

サ

ッ

カ

ー

を

始

め

た

の

町

内山
F
町民

は
吉
島
小
学
校

1
年
生
か
ら
。
入
学
め
の
合
同
練
習
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ

と
同
時
に
卒
業
し
た
兄
の
秀
昭
君
が
の
同
人
に
選
ば
れ
る
と
、
海
外
遠
征

士
口
島
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
な
ど
の
強
化
練
習
に
参
加
で
き
ま
す
。

、キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
「
同
人
の
中
に
入
り
た
い
で
す
。
自

あ

っ
て
、
「
必
ず
入
れ
ノ
と
言
わ
れ
て
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
出

し
か
た
な
く
(
?
)
入
り
ま
し
た
。
今

し

て

が

ん

ば

り

ま

す

」。

は
よ
か

っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
」
。
6

4

月
か
ら
は
中
学
生
、
部
活
動
に

年
生
に
な

っ
て
、キ
ャ
プ
テ
ン
に
・:
。

は
入
ら
ず
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
か
富

よ
く
チ
ー
ム
を
ま
と
め
全
国
大
会
な
山

F
C
束
。
に
所
属
し
ま
す
。

「
高

ど
で
優
勝
も
し
て
い
ま
す
。

校
も
で
き
れ
ば
、
サ

ッ
カ
ー
レ
ベ
ル

春
休
み
中
に
加
入
の
選
考
メ
ン
バ
の
高
い
所
へ
行
き
た
い
」
と
自
分
の

ー
か
ら
は
山
人
の
強
化
選
手
を
選
ぶ
た
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

山一
一
持
活
気
発
込
と
ス
匁
ズ
今
ち
ゃ
ん

内

生

蔵

嘉

行

く

ん

(
幸
夫

・
え
り

子
さ
ん
夫
妻
の
二
男
)
東
蔵

平
成

3
年

6
月
お
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一

言
》

わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い
。
元
気
い

っ

ぱ
い

、
や
さ
し
い
子
に
な

っ
て
ね
。

立

塚

夢

子

ち

ゃ

ん

(
康
司

・
幸
美

さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
青
島

平
成

3
年

6
月

M
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一

言
》

元
気
よ
く
て
う
れ
し
い
の
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
落
着
が
無
い
の
が
気
掛
り
。
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昌
員
ヨ
ヨ
テ
ス
ト
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砲

の

冨

真

テ
ー
マ

魚
津
市
内
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
花
(
か
の
こ
ゆ
り
、
チ
ュ
ー

リ

ッ
プ
、
水
仙
な
ど
)
ま
た
は
花

の
風
景
、
花
と
の
生
活
な
ど
。

作

品

1
枚
写
真

(
四
ツ
切
り
カ

ラ
ー
写
真
)

で
自
作
に
限
る
。

(
裏
面
に
題
名
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
)

応
募
点
数

l
人
3
点
以
内

締

切

9
月
初
日
(
木
)

送
り
先

魚
津
市
釈
迦
堂

l
l
m
l

-

魚

津
市
農
業
水
産
課

(
2
n
|
2
2
0
0
内
線

3
5
2
)

魚
津
の
美
レ
い
自
然
と祭
。

応
募
方
法

平
成

4
年

9
月
以
降
に
魚
津
市
内

で
揃
山
移
し
た
未
発
表
の
作
品
。

作
品
の
裏

に
部
門
名
・題
名
・撮
影

場
所

・
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
し
た
応
募
票
(
自

作
可
)
を
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
展
示
等
終
了
後
、
希

望
者
に
返
却
し
ま
す
。

部
門
別
・
自
然
の
部

・
祭
り
の
部

作

品四
ツ
切
り
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
(
富

山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
庖
プ
リ
ン

ト
の
も
の

)。

入
賞
さ
れ
た
方
は
ネ
ガ

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締

切

8
月
白
日
(
火
)

発
表

入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。

展

示

応
募
作
品
は
商
工
フ
ェ
ア

会
場
お
よ
び
サ
ン
プ
ラ
ザ
な
ど
で

展
示
し
ま
す
。

マ
賞
(
部
門
別
)

市

長

賞

5

0
、
0
0
0
円

商 .，ji

工議
乙』ぷ〉、
ヱエ ヱエ
三義 7議
2 ~~ 2 
jl)i- ~ i~ o b.. 0ぷ
ヱエ 、 同
o ~Ú 0 
0 賞 0
o 0 
円円

観
光
協
会
長
賞

1
0
0
0
0
司

入

選

記

念

品

マ
申
込
・
間
合
先

①
最
寄
り
の
カ
メ
ラ
庖

②
市
商
工
観
光
課

(
g
n
|
2
2
0
0
内
線

3
1
1
)

-占…

「 寸
山火事にご用心

春は、空気の乾燥と強

い風で山火事が発生しや

すくなります。

山火事防止のため、ご

占 力をお願いします。」 1 1 5 1 
，~i ，'1 

川V可"....可F可F・"1
県
郎
氏
ス
間
以
国参
翻
由
自
信
回

1..................1 

V

コ
l
ス
及
び
運
行
日

(一

般
県
民
)

A
コ
!
ス

6
月
日
日
、

9
月

1
日、

9
月
却
日

B
コ
l
ス

6
月
お
日
、

7
月

7
日、

日
月
日
日

C
コ
ー
ス

6
月

4
日、

9
月
刊
日
、

日
月

5
日

D
コ
ー
ス

6
月
日
日
、

7
月

7
日、

9
月
初
日

E
コ
ー
ス

6
月
日
日
、

9
月

3
日、

叩
月
幻
日

暮
し
と
環
境
を
考
え
る
コ
ー
ス
日
月
幻
日

福
祉
ふ
れ
あ
い
コ
l
ス

7
月
比
日

食

品

健

康

コ

ー

ス

叩

月

比

日

テ
ク
ノ
コ
ー
ス

5
月
日
日

特
産
キ
ト
キ
ト
コ
l
ス

8
月
幻
日

森

林

浴

コ

ー

ス

日

月

幻

日

文
化
コ
ー
ス

8
月
3
日、

9
月
7
日

(

組

子

)

い
き
い
き
説
子
コ

l
ス

7
月
お
目
、

8
月
お
日

水
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
l
ス

7
月
お
日
、

7
月
幻
日

健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス
8
月
3
日

V
申
込
・
間
合
先

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
コ
ー
ス
と
希
望
日
(
第

1
・

2
)
を
書
き
、
魚
津
市
新
宿

m
l
7

魚
津
総
合
庁
舎
内
県
民
相
談
室

(
8

M
l
5
3
1
1
)
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

V
申
込
受
付
期
間

各
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
申
込
受
付
期
間
が
こ
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

V
参
加
料

無
料
(
た
だ
し
、
入
館

料
な
ど
の
実
費
は
各
自
負
担
)

昼
食
、
お
茶
は
持
参
の
こ
と
。

可
I
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-企

w
緑
花
木
の

u

v

企

w

街
頭
無
償
配
布
u

v

企

同
H

日1'........... 1 

春
の
苗
木
即
'iE 
ム、
ヱミ

4
月
口
日
(
土
)

午
前

9
時
1
午
後

3
時

場

所

市
役
所
前
広
場

種

類

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

・
サ
ザ

ン
カ
・柿
な
ど
測
種

4
、
0
0
0
本
。

①
間
合
先

新
川
森
林
組
合

(
宮

お

1
0
1
1
1
)

時

時

4
月
お
日
(
金
)

午
後

l
時
初
分
j

中
央
通
り
鷹
休
漆
器
庖
横

つ
つ
じ
・
サ
ザ
ン
カ
な
ど

8
0
0
本

花場

木所



犬の登録， 注射日時
月日 時-u寺 実施場所

4.13(火) 9:30-10:00 長引野公民館

10 : 10 -10 : 40 西布施公民館

10: 50-11: 20 天神公民館

11 : 30 -12 : 00 新川森林組合

13 : 00 -15 : 00 加干!'!公民館

4.14(:水) 10: 00 -10 : 20 片 貝公民館

10: 30-10: 50 ;j1ii枕公民館

11 : 00 -11 : 20 石垣公民館

11 : 30 -12 : 00 大海寺新公民館

13 : 00 -14 : 00 農協上野方支所

4.15(木) 9:00-9: 30 ヰヒ 山 鉱 泉

9:40-10: 10 農協松倉支所

10: 20-10: 50 松倉連絡所

11 : 00 -11 : 20 有山公民館

11: 30-12: 0。上中島公民館
13 : 00 -13 : 30 下中島公民館

13:50-14:20 魚津(住市教有育小学セ校ン)ター

4. 16~創 9:30-11:0。青島三区公民館
11 : 30 -12: 00 江口多目的研修センター

13: 30-14: 30 大町公民館

4.17佳) 9:00-10:40 経団公民館

11 : 00 -12: 00 日本カーバイト厚生会館

13 : 00 -15 : 00 魚津保健所

4.18(日) 9:00-12: 00 魚津市健康センター |
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が
ん
検
診

-
肺
が
ん
検
診

-

実

施

日

・
5
月
日
日
(
火
)
健
康
セ
ン
タ
ー

・
5
月
日
日
(
火
)
魚
津
保
健
所

・
5
月
刊
日
(
水
)
健
康
セ
ン
タ
ー

・
5
月
幻
日
(
金
)
魚
津
保
健
所

・
5
月
幻
日
(
日
)
健
康
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
時

初
分
か
ら
日
時
ま
で

・

料

金

8
0
0
円

(
但
し
、
節
目
年
齢
の
人
は
無
料
)

・
申
込
期
限

4
月
初
日
(
金
)

※
電
話
で
健
康
セ
ン
タ
ー

(8
M

l

3
9
9
9
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

広報うあ、づ(13) 

-
大
腸
が
ん
検
診

検
査
は
自
宅
で
採
便

(
2
日
間
)

す
る
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
す
。

-

料

金

7
0
0
円

※
健
康
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
検
査
容
器

を
お
渡
し
し
ま
す
。

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、
毎
年
l

回
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
費
用
は
、

1
頭
に
つ
き
4
、
8
2
0
円
(
内
訳
は

登
録
手
数
料

2
、
1
0
0
円、

注
射
料

2
、
2
4
0
円
、
注
射
票
交
付
手
数
料

4
8
0
円
)。
釣
銭
の
い
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

犬
に
十
分
な
れ
た
方
が
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
左
記
の
会
場

で
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
最
寄
り

の
動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
0

・
犬
を
飼
う
と
き
は
、
犬
へ
の
愛
情

は
も
ち
ろ
ん
、
散
歩
の
際
は
フ
ン

の
始
末
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康
セ
ン
タ

ー

(
E
M
|
3
9
9
9
)

へ
。

総
1

.

.

 

平
成

4

年
度
消
防
表
彰
考
*

第
4
分

団

班

長

駒

田

広

勝

第
2
分
団
副
分
団
長
白
川
隆
行

V
富
山
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

表

彰

綬

第

5
分

団

功
績
青
花
章
副
分
団
長南
塚
紙太
田

V
消
防
斤
長
官
定
例
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

第
1
分
団
分
団
長
上
野
喜
佐
久

第
5
分

団

分

団

長

松

崎

長

生

V
富
山
県
消
防
定
例
表
彰

功

績

章

第

日

分

団

分

団

長

津

田

昭

一

精

勤

章

第
6
分

団

分

団

長

黒

崎

幸

作

第

ロ

分

団

分

団

長

平

田

弘

一

V
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

精

績

章

第
8
分
団
副
分
団
長
岩
崎
章
二

勤

続

章

第

叩

分

団

部

長

伊

東

第

ロ

分

団

班

長

中

村

第
日
分
団
副
分
団
長
黒
崎

第
3
分

団

部

長

友

田

第
4
分

団

部

長

中

山

第
4
分

団

部

長

北

野

功
績
黄
花
章

部
長
部
長

龍義
夫忠雄

正道 真健正
清吉治也治ー

勤
続
緑
花
章

マ
藤
田
銑
太
郎
マ
石
倉
昭
マ
原
猛

マ
高
木
宏
マ
辻
谷
裕
司
マ
江
幡
正

之
マ
江
幡
隆
守

勤

続

銀

章

マ
加
藤
政
男
マ
沢
崎
正
一
一
〉
小
林

忠
志
マ
川
上
信
久
マ
花
岡
立
夫
マ

平
田
和
義
マ
江
蔵
敏
博
マ
岩
寺
孝

信
マ
伊
藤
甚
宰
マ
平
野
修

保

全

整

備

優

秀

車

第

ロ

分

団

優
良
機
関
員
章
赤
色
章
本
田
邦
夫

黄

色

章

石

坂

政

明

ご
寄
付
あ
り
、
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

つ
く
し
学
園
へ
遊
具

村
木
小
学
校
児
童
会

3
月
ロ
日
、
同
校
児
童
会
が
市
の
心

身
障
害
者
施
設
つ
く
し
学
園
を
訪
れ
、

遊
具
「
ち
び
っ
こ
ハ
ウ
ス
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
空
き
缶

回
収
の
収
益
で
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

園
児
へ
絵
本

石
川
製
麺
株
式
会
社

3
月
日
日
、
石
川
製
麺
(
株
)
が
保

育
園
、
幼
稚
園
児
の
た
め
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
魚
津
市
に
絵
本
「
と

や
ま
県
の
む
か
し
話
ゆ
り
か
ご

H
」

万
冊
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
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印
鑑
登
録
証
明
に
つ
い
て

4
月
か
ら
す
べ
て

印
鑑
登
録
証

(カ

l
ド
)
方
式
に

な
り
ま
し
た

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

新
た
に
登
録
の
手
続
き
が
必
要
と
な

リ
、
証
明
書
の
受
け
取
り
に

2
1
3

日
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
間
合
先

市
民
生
活
課

(2
2
1

2
2
0
0
内
線

1
1
1
)

パ
ス
路
線
の

一
部
運
行
休
止

4
月
1
日
か
ら

2
路
線

富
山
地
方
鉄
道
が
運
行
し
て
い
る

次
の

2
パ
ス
路
線
は
、

4
月

1
日
か

ら
運
行
休
止
に
な
り
ま
し
た
。

①
経

回

線

電

鉄

魚

津

t経
由
漁
港

②

石

垣

線

電

鉄

魚

津

t石
垣
平
口

交
付
し
ま
す

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

福

祉

給

油

券

マ
対
象
と
な
る
方

・
肢
体
不
自
由
者
の
っ
ち
、
下
肢
ま

た
は
休
幹
の

1
1
2
級

の
身
体
院

中十
一日者
手
帳
所
有
者
u

・
悦
覚
障
害
者
で

1
1
2
級
の
身
体

障
害
者
手
帳
所
有
者
。

・
療
育
手
帳

A
の
所
有
者
。

マ
利
用
で
き
る
と
こ
ろ

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

魚
津
交
通

・
金
問
タ
ク
シ
ー

-
民

間
救
急
サ
ー
ビ
ス

②
福
祉
給
油
券

魚
津
石
油
業
協
同
組
合
加
入
居

マ
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳

・
車
検
証

(福
祉
給
油
券
の
み

)

マ
申
請
受
付

4
月

5
日
(
月
)
か
ら

※
間
合
先

市
社
会
福
祉
課
福
祉
保

謎
係

(g
nー

2
2
0
0
内
線

1

2
1
・
1
2
2
)

雇
用
主
の
方
へ

「
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に
」

-
平
成

5
年
度

労
働
保
険
年
度
更
新

労
働
保
険
「
平
成

4
年
度
保
定
保

険
料
お
よ
び
平
成

5
年
度
概
算
保
険

料
」

の
申
告

・
納
付
は
、

5
月
口
日

ま
で
に
故
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
ま
た
は
魚
津
労
働
基
準
抗
督
署
、

県
雇
用
保
険
課
の
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
度
更
新
申
告
相
談
日

5
月
日
日
(木

)

魚
津
公
共
職
業
安
定
所

中
小
企
業
者
の
方
ヘ

富
山
県
中
小
企
業

設
備
近
代
化
資
金

貸
付
制
度

-
平
成

5
年
度

第

1
回
申
請
受
付

4
月
辺
日
(
木

)1
5
月

7
日
(
金
)

設
備
の
近
代
化
を
図
る
た
め
、
中

小
企
業
者
の
方
に
、
年

2
回

・
長
期

無
利
子
(
設
備
費
用
の
日
%
以
内
)

の
資
金
貸
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

※
問
合
先

市
商
工
観
光
課

(
岱

幻

1
2
2
0
0
内
線

3
1
1
)

間H寺11窪田Jレクサ

19 :00-21 :00 月手話サークノレ「たんぽぽ」

19 : 30 -21 : 00 

19 : 00 -20 : 30 

金

土リズム f本 f呆

軽音楽「フォークギター」

「セルフィ ッシユ」

手

社交ダンス「シルエット」

19 :00-21 :00 

18 :00-20 :30 

随時

月・水・金-九
二Eニ

好
奇
必
/

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

ホ
ー
ム
は
、
市
内
ト
れ
住
及
び
市
内

に
勤
務
す
る
初
歳
以
下
の
方
が
、
教

養
を
深
め
た
り
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行

う
と
き
に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

パ
ス
ハ
イ
ク
や
ホ
ー
ム
祭
な
ど
、

楽
し
い
行
事
も
企
画
し
て
い
ま
す
o

v開
館
時
間

午
後

1
時

1
9
時

毎
週
月

i
土
曜
日

(
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館
)

V
使

用

料

無
料

V
申
込
・
間
合
先

勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
2
2
1
4
3
3
0
 

71< 

Tm叩
A
M
h
H
 

議
同

1
4
i
 

n
F
l
 

18 :00-20 :00 

時11翠日教養教室

夏子浜多
18: 30-20 :30 木

理料

野田はつ校17 :00-20 :00 木・金花 (池坊)生

j登子泉18 :00-21 :00 月抹茶 (裏千家)

知音両森18 :00-21 :00 煎茶(皇風礼式)

初音

教養教室は受講料が必要です。

高山すみ子

奥村

19 : 00 -21 : 00 

18:30-21 :00 

金

火

付

編

着物着

手
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iご寄付ありガとう
・ 書り 指業柏化 指津枕貞

主 ございました く敬称恥三広が、今定者極にこ定市 ・社広

ミ令状主一対....:.:.:減〆下益存XEZ竺C72喜1福?益
砂社会福祉基金として |材さぞ 4 も市取く 、け企敏 、材

~f;I， iltiW . .n，漢字:院32回生一同 6，048円|蒜れれ号のがり効経ま業社扉扉
砂善意銀行へ |)ま指 ・ で優組果営し優長----------

1 11 し定 5 す良んをのた良が石 11

ifll山 jfJj立大光寺 50，000円|昭たノマ号 。モであ合 。モ 3 崎川

友井秀男中央通り二丁目 200，000円|和 。ネの デいげ理 テ月建縁
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'1'川 幸町J 中央通り一丁目 100，000円 I ~ 指と 場小た近 場、 11 浜
| 定な に企は代 の魚横茂

野村 幸男立石 5，000円 l

(イJ)三井1'1動車友の会天神野新 6，000円

住旧 I:EI平金浦町 30，000円

|剥口 J:I¥彦木下新 100，000円

四ilHきみ-(- 諏訪町 50，000円

|れ名 10，000円

松介小学校児童会 5，350円

制井政官~ {t.itlH町 100，000円

引川 ，l{{似本町一丁目 30，000円

米山 俊夫新金屋一丁目 150，000円

f:(lj p:保有 I~ll~椛民一同 4，000円

l悩 みき末広町 50，000円

広川勝三 大iflj::jd!f' 50，000円

，'t制ファミリーキ"木 5，000円

高本山二 新金記二丁目 50，000円

:，'{IIJ(.f /hlりj 三回 20，000円

(イOf~I， iIt鋭金 "-~ { !;，'j 5 ， 000円

山山教区新川剥li~Vf\ 38 ， 680円

本il:保有l詞保池者会 10，000円

木下栄一住吉 50，000円

高山敏雄古山二丁目 50，000円

北山 iJJ;(仁本i_l 100，000円

イfd~ 武雄本町二丁目 5，000円

本川 秀次 大光寺町 30，000円一一旦目白血・ ー

友同辺di *JI'角川二丁目 10，000円! ④儀る ③をは ②処あ職な ① 
松崎機的下怖 10，000円 j政 年 な者後 後 求政有 ・政 罰るにろ政 政

み2・_ 11 ifi賀 どに媛 援 め治権 要治 さ者あう治 治
お!恒== j家 状 を対団 団 る家者 求家 れにると家 家
. . ~- 1 は な 出し体 体 とをが のに ま対者す(の

・TIi政↑11j報テレホン・サービス ! 、ど すてが の 処陥 、禁対 すし)る候 寄
fi22-3600 l専 の と花、 寄 罰れ威ぃ止す 。ては者補 附
ー ;挙 挨f処輪選 附 きる迫? る 寄、お者 禁

・キャプテン ・サービス(アレビ画面案 j長 諺ミ罰 、挙 の れ目し 寄 附選よ 、止

|付)バi役所ロビー、水抜館無料休息所 j 内 状 さ香区 禁 ま的て 附 を挙び候

・求人テレホン・サービス(魚津公共職 IItこ22れ典内 止 すであ の す区現補
jあ 禁 ま、に 。寄る 勧 る内に者

業安定!則男子 (J-J-木) jl ~ ~ す祝あ 附い 誘 とに公と

女子(金~土)fi24-8841 11 

・税務テレホン・サービス(税務相談室 j 対て ⑥ど拶ミ内 ⑤す暑 筆者

山山分室) fi0764-31-9222 !I 象処① 公 )広に政 の挨 こ中にに

・健康テレホン ・サービス(県保険医協 1 ・ ・ に罰 、民 を告あ治 禁拶 と見よ対
11 魚魚なさ② 権 出(る家 止を が舞るし

会) 岱0764-42-0003 !I 津津りれ 、の すい者や 目 禁状もて

4月のテーマ i 市市まる③ 停 とわに後 的 じなの
(1]) )J)氏の似L !I 明選すとお 止 処ゆ対援 と らどを答

i る挙 。公よ 罰るし会 す れの除札
(火)イどものうちから成人病予防 j推い管 民び さ名てが る て挨fきの
(判中1?f尿症と出産 1進選理 権⑤ れ刺有、 有 ぃ拶ミ正た

(村前向をぶつけて抜け子時の応急処置 j協挙委 停に ま広料選 料 ま状苔め
_"'J -，，，u ，，__，_，-，=，- II議 員 止よ す告の挙 広 すを豆の

ω 目の主化 j会 会 のつ 。な挨R区 告 。出状自
(土・日) 思春期の担食症

魚
津
市
中
小
企
業

優
良
モ
デ
ル
工
場
指
定

。
広
浜
建
材
(
株
)

。
(
株
)
石
崎
建
材
社

創
立
、
資
本
金

4
千
万
円
、
従
業
員

犯
人
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
製
造
業

・
(
株
)
石
崎
建
材
社

l
昭
和
ぬ
年
3

月
創
立
、
資
本
金
3
干

3
百
万
円
、
従

業
員
似
人
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
製
造
業

育
課

(
E
n
l
2
2
0
0内
線
4
4
1

寄
附
禁
止
の
ル

i
ル
を
守
っ
て

一

総
務
斤

青
年
海
外
派
遣
団
員

団
員
募
集

-
日
本
青
年
海
外
派
遣
事
業

平
成

5
年
9
月

i
m月
(
初
日
間
)

中
国

・
韓
国

・
ト
ン
ガ
王
国
他

・
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

平
成

5
年

9
月
i
日
月
(
日
日
間
)

タ
イ

・
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
他

-
世
界
青
年
の
船

平
成

6
年

1
月
1

3
月
(
何
日
間
)

ギ
リ
シ
ャ

・
イ
ン
ド
・
ケ
ニ
ア
他

※
間
合
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
・
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

富
山
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

4
月
か
ら
、
法
律
の
改
正
に
よ
り

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
が
標
記

の
名
称
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

愛
称
と
し
て
「
ポ
リ
テ
ク
カ
レ

ッ
ジ

富
山
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

遊
漁
者
の
皆
さ
ん
へ

漁
業
者
の
生
活
や
資
源
保
護
を
理

解
し
て
、
次
の
こ
と
を
守

っ
て
く
だ

芦』い
。

O
漁
業
者
の
操
業
水
域
に
入
ら
な
い

O
違
法
漁
業
を
行
わ
な
い

0
安
全
を
す
べ
て
に
優
先
さ
せ
る

O
無
燈
火
船
は
非
常
に
危
険
で
す
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11日・ 25日 C 

翌月曜日は休館です。C
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桜
の
開
花
情
報
が
聞
か
れ
、
向
然

界
は
日
何
に
華
や
ぎ
を
増
し
て
い
ま

す
。

お
出
か
け
の
帰
リ
道
な
ど
、
気

軽
に
図
書
館
へ
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

無
限
の
海
へ

読
書
の
旅
立
ち
・
・
・
・
・
・
①

新
し
い
本
か
ら

〈

一

般

〉

ア
メ
リ
カ
再
生
の
シ
ナ
リ
オ

ビ
ル

・
ク
リ
ン
ト
ン

吉

津

耕

一

小

浜

逸

郎

田
舎
売
り
ま
す

家
族
を
考
え
る
羽
田

磯
野
家
の
謎
東
京
サ
ザ
エ
さ
ん
学
会

あ

は

な

女

中

村

玉

緒

読
売
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
や
ん
ち
ゃ
伝
説

小
見

幸
隆

組

織

暴

力

を

追

う

毎

日

新

聞

社

も
う
一
度
聞
き
た
い
寄
席
峨
子

大
沼
奈
保
子

〈
文
学
・
小
説
〉

い
ま
、
自
分
探
し
の
季
節神
津
カ
ン
ナ

山

口

正

介

道
化
師
は
笑
わ
な
い

ぃ
公
愁
小
川
町

犬
附
入
リ

判
l
J

M

多
和
田
葉
子

家

凹

十
社
子

立

松

和

平

上

・
下

津

本

防

村
田
弁
代
子

〈
富
山
の
本
〉

則
一…
部
川
組
曲

(ω
付

)

滝

沢

卓
・他

原

発

防

災

を

考

え

る

山

本

定

明

万
華
鋭

富
山
写
真
物
語
凶
富
山
米

随
筆

集

二

人
三
脚

(寄
贈
)

森
本
泰
士口

・
民
子

ラ
ブ

・
ジ
ャ
ン
キ
ー

riL貧
世乏
、{III

，t'; ~r~J 
幻
σ、
在日
し

L
r
ν
u
'
b
J
 

7
1
m
z
 

中
~ 
子斗

生
コ
さ i
ナ
ら v

長か
実

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
富
山
東

(
会
長

・
鳴
川
み
ど
り
様
)
の
ご
好

む
に
よ
り
、
次
の
本
が
人
リ
ま
し
た
。

マ
世

界

此

雌

伝

説

全

叩

巻

マ
ち
く
ま
プ
リ
マ

l
ブ

ッ
ク
ス全
加
巻

マ
母
と
ず
で
み
る
記
ωmrAJ1
〈館全
日
巻

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
ま
で

2
週
間
で
す
。

図
書
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
津
田
三
郎
(
小
矢
部
市
)
川
柳
本

マ

田

林

テ

ル

(

升

田

)

一

般

書

マ
水
越
雄
彦
(
富
山
市
)

、EE
-
-
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-
E
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柳

教

室

セ
と

4
月
比
日
(水
)

午
後
l
時
初
分

1

き

本
江
小
学
校

3
年

酒
井
紗
矢
子
さ
ん

V
お
も
し
ろ
か
っ
た
本
は
?

人
形

の
ホ
リ
!
と
孤
児
ア
イ
ビ
ー

の
お
話
で
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
女
の
子
」

(ル

!

?

・
ゴ

ッ
テ

ン

作

福

式

書

庖
)
が
よ
か
っ
た
で
す
。

月
に

6
冊
以
上
の
物
語
を
読
む
紗

矢
子
ち
ゃ
ん
。
図
書
館
で
借
り
た
木

は
、
お
母
さ
ん
も
読
ん
で
、
親
子
で

本
の
感
想
を
話
し
合
う
そ
う
で
す
。

人以

北

川

必

食
助
一-一一口
者

「
持
」
「
桝
ぐ
」
「
雑
品
」

脇

坂

正

wv先
生

古
文
書
解
読
会

4
H
U
日
(
火
)

午
後

l
時
初
分

i

食
講

師

広

田

存

三
郎
先
生

魚
津
市
の
部
政
時
代
文
書

の
読
み

方
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

セ
と

き

魚川(一一日パ何一一り

6
日
(
火
)

映
画
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

工
作
ペ
ン
ギ
ン
ダ
ン
ス

映
画
が
ん
ば
れ
ス
ィ
ミ
|

工
作
き
り
が
み
あ
そ
び

午
後
4
時
j

幼
児

l
小
学
生

11 

日
日
(
火

初
日
(
火

幻
日
(
火

と

象き

対市

民

会

館

催

物

8
2
1
1
3
0
2
 

| 。ア宮東R山映
会室ヤ高

催
ルドニ -マ山
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凡/小ー人¥当 鉦 入
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場料
円芝J 券 料

集

後

記

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
の
桜
の
花
の

見
ご
ろ
は
十
日
過
さ
。
ま
ち
で
は
春

の
陽
光
に
誘
わ
れ
て
楽
し
げ
に
歩
く

子
供
づ
れ
の
夫
婦
や
、

カ

ッ
コ
よ
く

歩
く
若
者
の
姿
を
み
か
け
ま
す
。

と
こ
ろ
で
市
役
所
は

4
月
か
ら
新

し
い
行
政
組
織
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
広
報
う
お
づ
も
気
持
ち
を
新
た

に
、
親
し
ま
れ
る
広
報
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

(H
)

す
っ
か
り
春
ら
し
く
な
り
暖
か
く

な

う
て
き
ま
し
た
。
広
報
の
締
切
り

に
追
わ
れ
休
日
出
勤
を
終
え
て
か
ら

の
こ
と
:
・。

犬
を
連
れ
て
公
園
で
日
な
た
ぼ
っ

こ
を
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
。

お

か

h

あ
ず

手
、
お
代
り
、
そ
し
て
お
預
け
・:
エ

サ
を
も
ら
っ
た
。
も
う
一
度
エ
サ
を

置
く
H

お
預
け
へ

飼
い
主
が
「
ワ
ン
」

と
一
言
ー
ー
犬
が
ワ
ン
。

エ
サ
を
取
ろ

う
と
し
た
ら
:
・も
う
一
度
お
預
け
。

お
手
、
お
代
り
、
そ
し
て
お
預
け
・:
。

し

っ
か
り
接
の
さ
れ
た
犬
だ
な
あ

と
感
心
。

で
も
待
て
よ
:・
犬
が
言
葉

を
話
せ
た
な
ら
「
い
い
加
減
に
し
て

よ
」
と
言
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
な
・:
。

(
Y
)

~本紙は 森林資州議のため肖生紙を使用しています。
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(平成5年 3月l円現在)

人口 (前月対比)

(男)23，816人(一10)

(女)25，681人(+8) 

計約，497人(-2) 

世帯数 14，528世帯

(外国人の登録を含む)

市の人口


